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　浅口市金光町大谷地区は、金光教の門前町として発展し、数多くの近代建築物を見ることが

できます。金光教徒社は、金光町大谷地区の金光教本部前に面しています。建築順は、西棟～中

央棟の順に建てられました。

　西棟は、大正５（1916）年建設で、金光教徒新聞社の社屋として建てられました。一時期は、

図書館として利用されていました。木造二階建、寄棟造、スレート葺です。中央部と西側下見、軒

を板張りのデザインです。

　東棟は、大正10（1921）年建設で、木造二階建、寄棟造、スレート葺、切石積基礎に外壁下見張

です。中央に入口を配する左右対称の外観が特徴であり、軒線中央部を僅かに切り上げ、洋風意

匠の事務所建築です。

　中央棟は、昭和２（1927）年建設で、木造二階建、寄棟造、スレート葺です。外壁は、モルタル

を塗装して石積に見せる特異な外観です。

　当文化財は、西洋建築様式をよく継承しながら、美しい外観をもった貴重な建築物です。
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